
�
�
�
�

平
成
二
九
年

(

二
〇
一
七)
六
月
開
催
の

｢

た
た
ら
吹

製
鉄
と
そ
の
地
域
性｣

(

県
立
歴
史
博
物
館)

や
平
成
三

〇
年

(

二
〇
一
八)

一
一
月
開
催
の

｢
挑
戦
！
た
た
ら
で

鉄
づ
く
り｣

(

県
立
考
古
博
物
館)

を
含
め
、
私
は
た
た

ら
製
鉄
関
連
の
講
演
会
等
を
多
数
受
講
し
て
自
己
研
鑽
に

努
め
て
き
た
。
特
に
平
成
三
一
年

(

二
〇
一
九)
三
月
開

催
の

｢

ひ
ょ
う
ご
の
鉄
生
産
と
流
通｣

(

県
立
歴
史
博
物

館)

の
講
演
は
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
、
非
常
に
印
象
に

残
っ
た
。
講
演
で
紹
介
さ
れ
た

｢

た
た
ら
製
鉄
遺
跡
分
布

図｣

で
梶
本
家
の
先
祖
が
関
わ
っ
た
と
伝
わ
る
遺
跡
名

(

赤
西
、
鍵
懸
、
音
水)

が
目
に
付
き
、
ま
た
、
後
述
す

る
山
内
職
分
が
姓
に
な
っ
た
話
か
ら
梶
本
姓
の
語
源
も
再

確
認
出
来
た
こ
と
で
、
先
祖
に
つ
い
て
の
思
い
が
一
層
強

く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
三
一
年

(

二
〇
一
九)

三

月
〜
令
和
二
年

(

二
〇
二
〇)

一
一
月
ま
で
ル
ー
ツ
を
探

る
取
組
み
を
開
始
す
る
動
機
と
な
っ
た
。
な
お
、
私
は
研

究
者
で
は
な
い
た
め
、
本
文
中
で
の
専
門
的
事
項
に
つ
い

て
の
検
討
・
考
察
・
評
価
は
避
け
る
こ
と
と
す
る
。

�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

(

１)

先
祖
の
ル
ー
ツ
の
概
要

ま
ず
、
先
祖
の
ル
ー
ツ
を
探
る
上
で
大
き
な
手
掛
り
と

な
っ
た
の
が
、
父
の
手
記

｢

梶
本
家
経
歴
ト
林
兵
衛
一
代

記｣
(

昭
和
五
三
年
／
一
九
七
八
・
父
七
三
歳
作)

と
、

兄
の
手
記

｢
随
筆
集
・
冬
の
夜
空｣

(

平
成
四
年
／
一
九

九
二
・
兄
五
三
歳
作)

で
あ
っ
た
。
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梶

本

武

邦



父
の
手
記
の
文
頭
に
は
、｢

梶
本
家
先
祖
は
た
た
ら
宍

粟
鉄
山
専
属
鍛
冶
大
工
で
代
々
鍛
冶
清
左
衛
門
を
襲
名
し
…｣

と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
は
位
牌
と
同
一
の
内
容
の
文
言

で
も
あ
る
。
先
祖
の
内
三
名
は
宍
粟
鉄
山
の
三
ヵ
所

(

鍵

掛
、
赤
西
、
音
水)

で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
墓
石
も
各
々

の
地
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
の
鉄
山
を
移
住
し
て
の

生
活
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
一
番
古
い
先
祖

の
命
日
は

｢

文
化
一
一
年

(
一
八
一
四)

八
月
四
日｣

と

記
さ
れ
て
い
る
。
宍
粟
鉄
山
の
う
ち
、
音
水
鉄
山
は
明
治

維
新
に
お
け
る
炭
山
の
国
有
化
の
影
響
を
受
け
て
明
治
七

年
(

一
八
七
四)

に

廃
山
。
こ
れ
に
伴
い
、

梶
本
家
は
明
治
一
九

年

(

一
八
八
六)

に

音
水
か
ら
野
尻

(
現

宍
粟
市
波
賀
町)
へ

と
移
住
す
る
。
父
は
、

先
祖
か
ら
の
伝
来
技

術
で
あ
る
鉄
山
鍛
冶

大
工
職
を
活
か
し
た

野
鍛
冶
職
を
祖
父
か

ら
引
き
継
ぎ
、
弟
子
入
り
修
業
を
経
て
開
業
。
戦
前

(

昭

和
一
九
年
・
一
九
四
四)

に
は
そ
の
技
術
を
一
層
発
展
・

発
揮
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
刀
造
り
に
方
針
を
変
え

日
本
刀
の
美
の
世
界
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、

父
は

｢

日
本
刀
鍛
錬
道
場｣

(

島
根
県)

で
修
業
し
、
後

に
刀
匠

｢

源
善
正｣

と
し
て
生
涯
二
〇
数
振
り
の
日
本
刀

を
鍛
錬
し
出
展
・
奉
納
・
寄
進
等
を
実
施
し
て
い
る
。
兄

の
手
記
に
は
、
父
か
ら
引
き
継
い
だ
日
本
刀
と
そ
の
関
係

遺
産
に
つ
い
て
の
思
い
出
と
心
の
葛
藤
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
私
は
両
名
の
手
記
を
熟
読
し
て
そ
の
思
い

を
汲
取
り
、
先
祖
の

ル
ー
ツ
を
探
る
取
組

み
に
活
用
し
役
立
て

る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
私
の
出
生

地
は
野
尻(

波
賀
町)

で
あ
る
が
、
こ
の
地

域
は
一
七
世
紀
半
ば

以
降
か
ら
鉄
山
業
が

盛
ん
な
地
で
あ
る

(

図
１)

。
兵
庫
県
教
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育
委
員
会
の
分
布
調
査
〈
平
成
三
年

(

一
九
九
一)

〜
平

成
五
年

(

一
九
九
三)

〉
に
よ
る
と
、
製
鉄
関
係
遺
跡
七

九
か
所
、
鉄
穴
流
し
関
係
遺
跡
五
一
か
所
、
合
計
一
三
〇

か
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

(

２)

父
祖
伝
来
品
等
の
保
存
管
理
の
移
管
・
依
頼

先
祖
の
ル
ー
ツ
を
探
る
取
組
み
に
至
っ
た
背
景
に
は
、

四
元
号

(

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成)

の
世
を
生
き
抜

い
た
父
の
没
後
か
ら
三
〇
余
年
経
過
し
、
合
わ
せ
て
兄
弟

姉
妹
が
亡
き
後
、
そ
の
家
族
が
所
有
す
る
父
か
ら
の
譲
渡

品(

父
祖
伝
来
・
贈
与
品
類)

の｢
保
存
管
理｣

を
移
管
・

依
頼
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
事
に
よ
る
。
私
の
現
状
で

の
認
識
・
理
解
度
で
は
、
子
孫
へ
の
引
き
継
ぎ
に
も
不
安

が
予
想
さ
れ
、
そ
の
危
機
感
か
ら
対
処
策
と
し
て
ル
ー
ツ

の
探
索
に
至
っ
た
訳
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

梶
本
家
の
先
祖
が
直
接
に
関
わ
っ
た
江
戸
時
代
後
期
の

文
化
一
一
年

(

一
八
一
四)

以
降
〜
明
治
初
期
に
廃
止
と

な
る
音
水
鉄
山

(

宍
粟
市
波
賀
町)

を
含
め
、
宍
粟
鉄
山

に
つ
い
て
以
下
に
記
す
。

本
来
な
ら
ば
墓
石
等
で

先
祖
の
生
活
の
営
み
が

確
認
さ
れ
て
い
る
波
賀

町
内
の
た
た
ら
製
鉄
遺

跡

(

鍵
懸
、
赤
西
、
音

水
等)

を
訪
ね
る
べ
き

で
あ
る
が
、
現
状
で
の

遺
跡
の
整
備
・
保
存
状

況
を
考
慮
し
て
同
市
内

の
他
遺
跡
七
か
所
〈
①

出
石
船
着
場

(

山
崎)

、

②
安
積

(

一
宮)

、
③

小
野
段
林

(

波
賀)

、

④
荒
尾
・
⑤
天
児
屋
・

⑥
森
の
上
鉄
穴
流
し
場

(

千
種)

・
音
水(

波
賀)

…
②
③
は
遠
望
す
る
〉

を
、
令
和
元
年

(

二
〇

一
九)

の
五
〜
一
一
月

に
現
地
訪
問
し
た
。
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天
児
屋
の
た
た
ら
公
園
遺
跡
は
、
石
垣
郡
に
よ
っ
て
整

然
と
区
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
外
の

遺
跡
は
林
道
か
ら
荒
れ
た
小
径
か
ら
山
中
に
入
っ
て

(

時

に
は
谷
川
を
渡
り
！)

石
垣
・
屋
敷
・
生
活
跡
等
を
確
認

す
る
作
業
と
な
り
、
予
想
以
上
に
肉
体
を
酷
使
し
て
大
変

で
あ
っ
た
。
遺
跡
の
大
半
は
林
中
で
枯
れ
落
ち
葉
で
覆
わ

れ
た
状
態
で
あ
り
、
全
貌
は
分
か
り
づ
ら
い
。
し
か
し
、

先
祖
の
鉄
山
生
活
の
実
態
が
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
中

に
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
気
持
ち
の
高
ぶ
り
か
ら
疲
れ

も
な
く
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
く
こ
と
が
出
来
た
。

(

１)

宍
粟
鉄
山
の
歴
史

良
質
な
砂
鉄
・
豊
か
な
山
林
資
源

(

森
林
・
木
炭)

と

生
活
用
水
に
恵
ま
れ
た
宍
粟
の
古
代
製
鉄〝

た
た
ら〟

の

歴
史
は
古
い
。
岩
野
辺(

千
種
町)

に
は｢

金
屋
子
の
神｣

(

た
た
ら
の
神
様)

降
臨
伝
説
が
あ
り
、
ま
た

｢

播
磨
風

土
記｣

の
和
同
六
年

(

七
一
三)

に
は
、
鉄
の
産
地
と
し

て
敷
草
の
村

(

現
宍
粟
市
千
種
町)

と
御
方
の
里

(

現
宍

粟
市
一
宮
町)

等
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
嘉
暦
四
年

(

一
三
二
九)

に
備
前
長
船
の
刀
匠
景
光
と
景
政
が
宍
粟

郡
三
方
西

(

現
宍
粟
市
波
賀
町
小
野)

で
作
刀
し
た
、
と

銘
に
刻
ま
れ
た
国
宝
太
刀
も
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(

２)

鉄
山

(

た
た
ら)

の
職
分
・
工
程
・
姓

�
�

�
�

�
�

�
	

�



と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
製
鉄

で
使
用
す
る
木
炭
の
消
費
量
は
多
く
運
搬
上
の
困
難
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
鉄
山
従
事
者
は
木
炭
地
を
求
め
て
山
谷

を
順
次
移
動
し
、
再
び
旧
位
置
に
ま
た
は
そ
の
周
辺
付
近

に
回
帰
し
た
。
波
賀
町
内
の
鉄
山
遺
跡
で
も
一
八
〇
年
間

で
鍵
懸
・
赤
西
は
四
回
、
音
水
は
三
回
選
地
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
た
た
ら
の
山
内

(

仕
事
場
と
住
居
を
含
め

た
集
落)

で
は
、
四
分
業
の
職
制
組
織

(

図
２)

に
よ
っ

て
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
明
治
五
年

(

一
八
七

二)

の
壬
申
戸
籍(

平
民
苗
字
必
ず
相
唱
え
る
事)

で
は
、

山
内
で
の
職
分
名
を
過
去
帳
の
肩
書
や
姓
に
使
用
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
点
が
確
認
出
来
る
。

�
�

�



�

砂
鉄
の
採
取
と
水
路
に
砂
鉄
を
含
ん
だ

土
砂
を
流
し
、
比
重
に
よ
っ
て
砂
鉄
の
分
離
を
担
当
↓
姓

は
切
山
、�

�
�

�

砂
鉄
溶
解
用
の
大
炭
、
大
鍛
冶
用

の
小
炭
を
焼
く
担
当
↓
姓
は
釜
本
、�

�
�

炉
づ
く
り
、

鉄
吹
き
、�
出
し
を
担
当
↓
姓
は
村
下
・
炭
坂
・
番
子
・
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手
子
、�

�
�

�

歩�

・
銑
を
脱
炭
し
延
鉄
に
す
る
。

�
�

�
�

大
工
場
の
責
任
者
で
世
襲
制
↓
姓
は
鍛
冶
・

加
治
・
加
地
・
梶
・
梶
本
姓
。
な
お
、
こ
の
事
実
は
父
の

手
記
の
文
頭
に
あ
る

｢

梶
本
家
先
祖
は
た
た
ら
宍
粟
鉄
山

専
属
鍛
冶
大
工
で
代
々
鍛
冶
清
左
衛
門
を
襲
名
し
…｣

〈
位

牌
・
過
去
帳

(
文
化
一
一
年
・
一
八
一
四
〜)

に
記
〉
と

も
一
致
し
て
い
る
。

(

３)

宍
粟
鉄
山
の
終
焉

明
治
維
新
時
の
大
改
革
で
製
鉄
用
炭
山
が
国
有
林
に
変

わ
り
、
数
百
年
間
続
い
て
来
た
た
た
ら
製
鉄
の
事
業
経
営

は
困
難
と
成
り
音
水
鉄
山
も
明
治
七
〜
一
一
年

(

一
八
七

四
〜
一
八
七
八)

頃
に
廃
滅
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
分
業

の
構
成
集
団
の
鉄
山
村
七
二
所
帯

(

梶
本
姓
一
〇
戸)

約

四
〇
〇
人

(

現
在
五
所
帯
九
人)

の
前
途
は
死
活
問
題
と

な
り
悲
惨
な
事
態
と
な
っ
た
。
鉄
山
廃
滅
時
以
降
、
仕
事

を
求
め
て
各
地
へ
分
散
し
始
め
、
他
鉱
山(

生
野
・
明
延
…)

、

炭
焼
き
、
野
鍛
冶
…
と
転
職
・
転
出
・
移
住
し
た
。
稼
業

繁
栄
し
た
鉄
山
跡
は
現
在
祭
祀
者
も
無
く
、
多
数
の
墓
碑

群
が
遺
跡
と
な
り
哀
れ
な
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、

梶
本
家
は
明
治
一
九
年(

一
八
六
八)

に
野
尻
に
移
住
し
、

野
鍛
冶
を
営
業
す
る
。

(

４)

移
住
後
の
家
業
の
そ
の
後

明
治
一
九
年

(

一
八
八
六)

、
曾
祖
父

(

四
一
歳)

は

家
族

(

七
人)

と
共
に
野
尻
に
移
住
、
先
祖
伝
来
の
鍛
冶

大
工
の
経
験
・
技
術
を
活
か
し
て
野
鍛
冶(

農
具
・
包
丁
・

林
業
道
具
等
製
作)

を
開
業
し
生
計
を
立
て
た
。
明
治
二

四
年

(

一
八
九
一)

九
月
に
曾
祖
父
の
病
死

(

享
年
四
六

歳)

、
祖
父
に
引
き
継
が
れ
た
家
業
は
順
調
で
母
屋
を
新

築

(

二
階
付
き)

し
、
周
辺
の
杉
山
・
田
畑
も
購
入
し
て

い
る
。
大
正
一
一
年

(

一
九
二
二)

四
月
、
祖
父
の
病
死

(

享
年
五
五
歳)

に
伴
い
、
父

(

一
七
歳)

は
親
戚
の
勧

め
も
あ
っ
て
伝
来
家
業
の
野
鍛
冶
業
を
継
ぐ
。
大
正
一
三

年

(

一
九
二
四)

一
二
月
か
ら
宍
粟
一
の
秋
田
鍛
冶
で
弟

子
修
業
し
、
途
中
約
二
年
間
の
兵
役
も
経
て
昭
和
四
年

(

一
九
三
一)

八
月
に
修
業
を
終
え
、
翌
月
か
ら
家
業
を

再
開

(

二
六
歳
・
弟
子
一
人
付)

す
る
。
昭
和
一
三
年

(
一
九
三
八)

六
月
〜
昭
和
一
六
年

(

一
九
四
一)

二
月

は
再
度
の
兵
役
、
復
員
後
も
太
平
洋
戦
争
は
継
続
中
で
あ

り
、
徴
用
か
再
招
集
か
と
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
た
よ
う

で
あ
る
。
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(
１)
刀
鍛
冶
修
業
と
日
本
刀
鍛
造

父

(
三
八
歳)

は
昭
和
一
九
年

(

一
九
四
四)

二
月
に

刀
鍛
冶
へ
の
道
を
選
択
・
決
断
し
、
日
本
刀
鍛
錬
道
場

(

島
根
県)

の
刀
匠
・
初
代
川
島
忠
善
氏
の
下
で
修
業
、

昭
和
二
〇
年(

一
九
四
四)

一
月
か
ら
は
、
自
宅
で
刀
匠
・

源
善
正
と
し
て
鍛
造
す
る
〈
日
米
講
話
記
念
刀

(

昭
和
二

七
年
／
一
九
五
二)

八
月
作
含
む
〉
。
な
お
、
昭
和
二
〇

年

(

一
九
四
五)

九
月
〜
昭
和
二
七
年
(

一
九
五
二)

四

月
の
間
、
日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
で
あ
り
、
日
本
刀

の
製
作
は
禁
止
さ
せ
ら
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
以
下
に
つ

い
て
は
父
亡
き
現
状
で
は
確
認
出
来
な
い
疑
問
事
項
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。

�
�

�

父
は
何
故
、
家
族
五
人
を
残
し
て
ま
で
勇
気

の
い
る
刀
鍛
冶
へ
の
道
を
選
択
・
決
断
し
た
の
か
？

①
経
済
的
余
裕
有
、
②
野
鍛
冶
と
刀
鍛
冶
と
の
知
識
・

技
術
・
工
程
の
共
通
性
、
③
日
本
刀
の
魔
力
・
魅
力
、
④

宍
粟
鉄
と

｢

播
磨
風
土
記｣

の
歴
史
的
記
事
の
理
解

�
�

�

刀
匠
名
の
源
善
正
は
何
に
由
来
す
る
の
か
？

①�

↓
源
頼
朝
・
武
家
政
権

(

武
士
・
刀)

・
日
本
刀
の

黄
金
期
、
②�

�

↓
実
子
長
男
〈
昭
和
一
五
年

(

一
九
四

〇)

二
月
病
死

(

享
年
六
歳)

〉
の
名
で
あ
り
そ
れ
を
偲

ぶ
。

(

２)

鍛
造
日
本
刀
の
出
展
・
奉
納
・
寄
進
と
現
状
確
認

刀
匠
・
源
善
正

(

父)

は
、
そ
の
生
涯
に
二
〇
数
振
り

の
日
本
刀
を
鍛
造
し
て
姫
路
城
天
守
閣
内
で
の

｢

郷
土
刀

展｣
へ
の
出
展
や
寺
社(

六
ヶ
所
に
一
〇
振
り)

に
奉
納
・

寄
進
し
、
御
神
刀
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
贈

与
・
移
管
さ
れ
た
日
本
刀
一
〇
振
り
を
保
存
管
理
し
て
い

る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
手
入
れ
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
そ
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の
魅
力
・
魔
力
に

引
き
付
け
ら
れ
、

現
地
で
の
訪
問
活

動
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

令
和
元
年

(

二

〇
一
九)

三
月
〜

九
月
に
、
奉
納
・

寄
進
先
の
寺
社

(

播
磨
国
総
社
、

御
形
神
社
、
波
賀
・

野
尻
八
幡
神
社
、
原
不
動
御
堂
、
仏
祥
山
満
願
寺)

を
訪

ね
て
保
存
状
況
と
現
品
の
確
認
、
お
よ
び
手
入
れ
を
実
施

し
た
。
奉
納
時
期
は
三
五
〜
六
八
年
前
で
あ
り
、
当
時
の

感
謝
状
署
名
者
は
生
存
せ
ず
世
代
交
代
し
た
状
況
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
方
の
関
係
者

(

宮
司
・
住
職
・

自
治
会
役
員
等)

の
前
向
き
な
御
協
力
も
あ
り
、
ほ
ぼ
健

全
な
状
態
で
の
刀
剣
類
と
わ
が
子
に
出
会
う
よ
う
な
感
動

的
な
再
会
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

�
�
�
�

こ
の
度
の
取
組
み
で
得
た
貴
重
な
情
報
は
、
写
真
等
を

多
用
し
た
形
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
済
み

(

例

｢

奉
納
・
寄

進
刀
剣
類
の
仕
様
一
覧｣

他)

で
あ
り
、
父
・
兄
の

｢

手

記｣

と
共
に
子
孫
に
引
継
ぐ
所
存
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後

は
先
祖
の
ル
ー
ツ
の
一
層
の
詳
細
解
明
に
努
め
た
い
。
あ

わ
せ
て
、
未
実
施
で
あ
る
父
の
刀
鍛
冶
修
業
地(

島
根
県)

の
訪
問
に
つ
い
て
は
早
期
に
息
子
二
人
と
共
に
実
行
す
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
私
は
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
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